
徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同

法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
三
月
五
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

異

動

の

内

容

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

異
動
年
月
日

新

旧

令

和

二

年

花

本

靖

後

援

会

武

市

功

代
表
者
の
氏
名

武

市

功

田

村

憲

一

十

二

月

十

六

日

令

和

二

年

秋

岡

芳

郎

後

援

会

福

居

士

郎

代
表
者
の
氏
名

福

居

士

郎

村

上

菊

雄

十
二
月
二
十
三
日

令

和

二

年

三

木

と

お

る

後

援

会

柿

成

昇

司

代
表
者
の
氏
名

柿

成

昇

司

尾

賀

俊

吉

十
二
月
二
十
五
日

Ｊ

Ａ

東

と

く

し

ま

主
た
る
事
務
所
の

小
松
島
市
立
江
町
字
大
田
ノ
浦

令

和

二

年

荒

井

義

之

小
松
島
市
堀
川
町
三
番
八
号

農

政

協

議

会

所
在
地

一
一
番
地
の
一
四

十

月

十

九

日

主
た
る
事
務
所
の

吉
野
川
市
鴨
島
町
牛
島
二
一
一

吉
野
川
市
鴨
島
町
知
恵
島
二
九

令

和

三

年

徳
島
県
理
学
療
法
士
連
盟

遠

藤

幸

伸

所
在
地

六－
一

六－

八
尾
崎
秀
樹
方

一

月

五

日

令

和

二

年

浜

田

保

徳

後

援

会



田

優

子

代
表
者
の
氏
名



田

優

子

花

枝



浩

十

二

月

三

十

日

会
計
責
任
者
の

岡

本

大

治

岩

生

大

治

徳

島

バ

ス

労

組

氏
名

令

和

三

年



松

本

忠

宏

交

通

政

策

研

究

会

主
た
る
事
務
所
の

鳴
門
市
大
麻
町
牛
屋
島
字
堂
ノ

鳴
門
市
大
麻
町
大
谷
字
道
の
上

一

月

二

十

一

日

所
在
地

前
一
六
番
地

一
番
地

代
表
者
の
氏
名

安

宅

芳

夫

内

田

知

行

令

和

二

年

三

好

市

医

師

連

盟

安

宅

芳

夫

会
計
責
任
者
の

五

月

十

六

日

久

原

孝

安

宅

芳

夫

氏
名

会
計
責
任
者
の

令

和

三

年

影

治

信

良

後

援

会

今

川

泰

伸

森

本

利

幸

田

中

清

介

氏
名

二

月

一

日

会
計
責
任
者
の

令

和

三

年

福

谷

み

き

お

後

援

会

福

谷

美

樹

夫

市

瀬

薫

子

宮

本

啓

子

氏
名

二

月

一

日


